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昭
和
村
農
業
委
員
会
は
、
令
和
６
年
１
月
24

日
か
ら
26
日
ま
で
、
お
よ
そ
４
年
ぶ
り
と
な
る

県
外
視
察
研
修
を
熊
本
県
、
福
岡
県
に
て
実
施

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
の
テ
ー
マ
は
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等

の
先
端
技
術
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
の
研

修
で
す
。

〇
研
修
１
件
目

熊
本
県
【
ト
マ
ト
ド
リ
ー
ム
カ
ン
パ
ニ
ー
㈱
】

　

熊
本
県
は
温
暖
な
気
候
と
阿
蘇
山
か
ら
の
豊

富
な
水
資
源
に
よ
り
、
多
種
農
産
物
を
生
産
す

る
農
業
大
国
。
今
回
視
察
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

の
は
、
栽
培
面
積
4.7
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
年
商
４
億

円
、
従
業
員
数
25
名
と
い
う
大
き
な
ト
マ
ト
生

産
法
人
で
し
た
。
熊
本
市
か
ら
バ
ス
で
１
時
間

ほ
ど
、
市
街
地
か
ら
程
近
く
に
畑
と
沢
山
の
温

室
ハ
ウ
ス
が
立
ち
並
ぶ
八
代
市
に
到
着
。
そ
の

中
で
も
際
立
っ
て
目
立
つ
大
き
な
全
天
候
型
温

室
ハ
ウ
ス
。

　

オ
ー
ト
メ
ー

シ
ョ
ン
で
温
度
管

理
、
水
管
理
な
ど

が
出
来
、
栽
培
効

率
を
追
求
し
た
施

設
は
綺
麗
に
片
付

け
ら
れ
た
ハ
ウ
ス

内
環
境
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

お
話
を
聞
い
て
い
る
間
も
、
フ
ァ
ン
が
回
っ

た
り
止
ま
っ
た
り
、
天
窓
が
開
い
た
り
閉
じ
た

り
。
殆
ど
の
ト
マ
ト
農
家
は
こ
こ
ま
で
立
派
な

施
設
は
持
っ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
が
、
こ
ち
ら

は
多
額
の
設
備
投
資
を
し
て
も
そ
れ
を
回
収
出

来
る
見
込
み
が
あ
る
農
業
を
実
践
し
て
い
る
事

が
素
晴
ら
し
い
。
夢
が
あ
り
ま
す
ね
。

　

実
際
に
、
過
去
に
熊
本
で
は
補
助
金
な
ど
で

沢
山
の
ト
マ
ト
ハ
ウ
ス
が
建
て
ら
れ
た
時
期
が

あ
っ
た
ら
し
い
で
す
が
、
販
売
価
格
の
低
迷
か

ら
経
営
維
持
が
難
し
く
な
り
ト
マ
ト
作
り
を
や

め
て
し
ま
う
農
家
も
多
く
い
た
と
伺
い
ま
し

た
。
作
っ
た
ら
売
れ
て
利
益
が
出
る
。
そ
の
様

な
簡
単
な
時
代
で
も
な
く
、
取
引
き
先
と
の
交

渉
が
出
来
る
生
産
量
と
コ
ス
ト
に
見
合
っ
た
販

売
価
格
を
実
現
出
来
た
か
ら
こ
そ
な
ん
と
か
生

き
残
っ
て
い
る
。
そ
の
様
に
お
話
さ
れ
て
い
た

の
が
印
象
的
で
し
た
。
も
っ
と
気
楽
に
農
業
出

来
る
事
が
理
想
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
規
模
に
関

わ
ら
ず
出
口
を
し
っ
か
り
設
定
す
る
事
が
強
い

農
業
の
実
現
性
の
基
盤
に
な
る
。
改
め
て
感
じ

た
初
日
の
視
察
と
な
り
ま
し
た
。

農
業
委
員
会

農
業
委
員
会

 
活
動
報
告

活
動
報
告完全復旧した熊本城完全復旧した熊本城

宮崎代表から施設の説明を聞く宮崎代表から施設の説明を聞く

生育状況に合わせて培養液を注ぐチューブ生育状況に合わせて培養液を注ぐチューブ
～スマート農業とは～
　ロボット技術やICT(情報通信技術)、
AI(人工知能)やIoT(モノのインターネッ
ト)などの先端技術を活用し、省力化や
生産物の品質向上を可能にする新しい農
業。
農業で必要な生産技術やノウハウ、判断
基準をデータ化して蓄積することで、匠
が長年の経験によって習得した「勘」や
「コツ」を新規就農者でも再現が可能に。

１
月
24
日
〜
26
日　

先
進
地
視
察
研
修

技
術
革
新
と
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

1
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〇
研
修
2
件
目

福
岡
県
（
あ
ま
お
う
生
産
農
家
）

　

福
岡
県
の
「
あ
ま
お
う
」
と
言
え
ば
、
知
ら
な
い
人
が
い
な
い
く
ら

い
有
名
な
い
ち
ご
で
す
よ
ね
。
個
人
的
に
は
最
も
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
が

上
手
く
い
っ
た
品
種
の
ひ
と
つ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
品
種

の
特
性
上
、
生
産
者
は
苦
労
が
絶
え
な
い
と
想
像
し
ま
す
が
、
ど
の
様

な
お
話
が
聞
け
る
の
か
、
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
し
た
。
８
年

前
就
農
し
て
、
ご
両
親
か
ら
引
き
継
い
だ
と
い
う
生
産
者
。
ご
両
親
は

経
験
に
裏
付
け
さ
れ
た
感
覚
で
、
水
管
理
、
温
度
管
理
、
施
肥
管
理
を

し
て
こ
ら
れ
た
そ
う
で
、
ま
さ
に
職
人
と
い
っ
た
感
じ
。
経
験
の
浅
い

息
子
さ
ん
は
、
新
し
い
技
術
に
興
味
を
持
ち
、
試
行
錯
誤
の
中
で
栽
培

の
感
覚
を
ス
ポ
ン
ジ
の
様
に
吸
収
す
る
。
き
っ
と
ど
ち
ら
の
農
家
で
も

見
る
光
景
と
関
係
性
に
思
え
ま
す
。
な
ん
だ
か
微
笑
ま
し
い
。

　

今
回
拝
見
し
た
の
は
炭
酸
ガ
ス
施
用
効
率
を
上
げ
る
為
の
デ
ー
タ
化

シ
ス
テ
ム
。（
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
施
用
）シ
ス
テ
マ
チ
ッ
ク
な
生
産
環
境
と
違
い
、

部
分
的
導
入
は
費
用
対
効
果
を
充
分
に
発
揮
す
る
事
が
や
や
難
し
い
様

に
感
じ
ま
し
た
が
、
結
果
が
と
て
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
た
。

　

リ
リ
ー
ス
か
ら
20
周
年
。
全
国
で
は
次
々
と
新
た
な
品
種
が
世
に
送

り
出
さ
れ
て
い
る
中
、
今
も
尚
「
あ
ま
お
う
」
の
ブ
ラ
ン
ド
力
は
健
在
。

群
馬
県
に
も
「
や
よ
い
ひ
め
」
と
い
う
素
晴
ら

し
い
い
ち
ご
が
あ
り
ま
す
が
、
知
名
度
と
い
う

部
分
で
は
不
満
が
残
り
ま
す
。

　

こ
こ
福
岡
県
で
「
や
よ
い
ひ
め
」
を
知
っ
て

る
と
い
う
人
が
何
人
い
る
の
か
、
そ
ん
な
事
を

思
い
な
が
ら
こ
の
視
察
を
終
え
ま
し
た
。

　

最
後
に
今
回
の
視
察
研
修
に
あ
た
り
、
お
忙

し
い
時
期
に
も
関
わ
ら
ず
ご
協
力
を
い
た
だ
い

た
生
産
者
様
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
貴
重
な
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
、
大
変

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
熊
本
県
も
福
岡
県
も
企

業
誘
致
や
再
開
発
で
、
昨
今
大
変
元
気
な
印
象

を
受
け
ま
す
。
加
え
て
、
農
業
が
盛
ん
と
い
う

事
も
豊
か
さ
に
必
要
不
可
欠
な
要
素
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
総
合
的
に
と
て
も
魅
力
的
な
両

県
で
あ
り
ま
し
た
。
昭
和
村
の
冬
は
寒
く
、
最

近
で
は
、
夏
は
暑
く
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
と
て
も
厳
し
い
で
す
が
、
今
回
の
研
修
で
得

た
経
験
、
感
じ
た
気
持
ち
を
大
切
に
、
今
後
も

真

に
農
業
と
向
き
合
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

保
坂
貴
仁

　

令
和
５
年
７
月
12
日
に
村
議
会
議
員
と
合
同

に
よ
る
奉
仕
作
業
と
し
て
、
下
草
刈
り
を
実
施

い
た
し
ま
し
た
。
約
40
人
が
炎
天
下
、
汗
を
流

し
て
一
斉
に
作
業
し
、
総
合
運
動
公
園
付
近
、

望
郷
ラ
イ
ン
沿
い
の
村
有
林
内
の
生
い
茂
っ
た

下
草
が
す
っ
き
り
し
ま
し
た
。

　

第
26
回
昭
和
の
秋
ま
つ
り
が
令
和
５
年
10
月

１
日
に
４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
天
気
の
中
、
農
業
委
員
会
で
は
焼

き
と
う
も
ろ
こ
し
と
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
か
ぼ
ち
ゃ
を

販
売
し
、子
供
か
ら
大
人
ま
で
大
盛
況
で
し
た
。

システム導入の効果について説明システム導入の効果について説明

時間設定で株元へ炭酸ガスを送る時間設定で株元へ炭酸ガスを送る

伸びきった下草もすっきり伸びきった下草もすっきり焼きとうもろこしは大好評焼きとうもろこしは大好評

～あまおうの育成者権～
　あまおう（福岡S６号）は無断栽培を排除で
きる「育成者権」が2025年１月に期限切れとな
り、国内では誰でも栽培できるようになります。
ただし、【あまおう】の名前は商標登録されてい
るため福岡県産のものにしか使えません。
※改正前の登録のため、あまおうの育成者権は
20年間（現在は25年間）

７
月
12
日　

農
業
委
員
会
・
議
会
合
同
下
草
刈
り

美
し
い
村
を
保
つ
た
め

草
刈
り
を
実
施

2

10
月
１
日　

昭
和
の
秋
ま
つ
り

４
年
ぶ
り
の
開
催
に
１
万
５
千
人

3

3



１ 2 3 4

　野菜や果樹、トラクター等の農機具の盗難抑制・
防止のため、毎年11月頃から村と沼田警察署が連
携をして夜間パトロールを行いました。
　また、パトロールに先立ち、令和５年11月３日
に出発式を開催し、盗難防止に向けた意思の統一
を図りました。植付時期も過去にトラクターの盗
難がありましたので農機具の管理にはご注意下さ
い。

　令和６年４月６日と７日に道の駅あぐりーむ昭
和でさくらまつりが初開催されました。７日には
豊作と農業者の安全を祈願し、約40台のトラクター
のパレードが行われ、迫力のあるトラクターに子
供から大人まで夢中になっていました。夜間には
ライトアップされた夜桜が楽しめるなど、新たな
スポットとして期待されます。

家
族
経
営
協
定

家
族
経
営
協
定

農
業
委
員
会
で
は

を
推
進
し
て
い
ま
す
！

今
回
は
、
新
規
・
再
締
結
と
も
に
１
家
族
ず
つ
締
結
し
、
家
族
経
営
協
定
を
締
結
し

た
総
数
は
１
６
２
組
と
な
り
ま
し
た
。

家
族
経
営
で
曖
昧
に
な
り
が
ち
な
役
割
分
担
や
報
酬
な
ど
を
、
農
業
経
営
に
関

わ
る
家
族
で
話
し
合
う
こ
と
で
現
状
を
再
確
認
し
、
将
来
に
向
け
た
計
画
を
作

る
こ
と
で
経
営
改
善
に
も
期
待
で
き
ま
す
。

新しく結んだご家族

家族経営協定を締結したこと
で、助け合いながら仕事もプ
ライベートもよりよくする様
に精進していく所存でござい
ます。

家族経営協定を締結した
ことにより協力しあい、よ
りよい経営を目指します。

滝久保
室田貴城さん
経営主夫婦

南内出
石井芳人さん
経営主夫婦－母

定期的に締結した内容が
実行されているかチェッ
クし、必要に応じて新た
に合意した項目や内容を
追加する。

協定書を作成する。取り決めの内容や共通の
目標を立てる。

農業経営や生活について話
し合い、現状を確認する。

◎ご不明な点は、お近くの農業委員または農業委員会事務局に、お気軽にご相談ください。

家族で話し合う１ 対策を考える2 協定を結ぶ3 協定の実行と見直し4

協定締結までの手順

●農業経営の方針
●労働報酬
●労働時間、休日
●労働面の役割分担
●生活面の役割分担
 など

取り決め内容例

家族経営協定が締結しやすくなりました！
　これまで、毎年3月の調印式に合わせて申請を受け付けていましたが、令和5年度より
調印式を廃止したため、いつでも受付が可能となりました。

～家族経営協定締結のメリット～
認定農業者の共同申請
　共同申請することで、配偶者や後継者の名義で農業近代化資金等が受けられる。
農業者年金の保険料助成金
　最低月額保険料の２万円のうち、４千円から１万円の国庫補助を受けることができる。
　※その他要件あり

11月３日　盗難防止パトロール出発式

４月６日・７日　しょうわむら さくらまつり

農作物・トラクター盗難防止
 夜間パトロールを実施

初開催！トラクターパレード

4

5

6

農業委員全員で盗難防止に向け意思統一農業委員全員で盗難防止に向け意思統一

国産車・輸入車と多種多様なトラクターは見ごたえあり国産車・輸入車と多種多様なトラクターは見ごたえあり

4



農地法第３条
（農地の権利移動を伴うもの）

売 買 16件（35筆） 89,293㎡
賃 貸 借 1件（  1筆） 6,880㎡
使用賃借 0件（  0筆） 0㎡
交 換 2件（  3筆） 205㎡
贈 与 4件（33筆） 53,255㎡
遺 贈 0件（  0筆） 0㎡
公 売 0件（  0筆） 0㎡
競 売 0件（  0筆） 0㎡
計 23件（72筆） 149,633㎡

利用権設定
（農業経営法強化によるもの）

賃 借 権 15筆（83筆） 215,972㎡
使用貸借 3筆（10筆） 31,318㎡
計 18筆（93筆） 247,290㎡

 （うち新規 29筆 100,299㎡）
　（うち中間管理機構活用 0筆 0㎡）

農業委員会での審議結果 （2023年４月～2024年３月末）

農地法４条・５条　転用内訳
住 宅 用 地 6件（  9筆） 2,546㎡ 工事用駐車場用地 1件（  1筆） 515㎡
庭 用 地 2件（  2筆） 391㎡ 太陽光発電施設用地 1件（  2筆） 2,036㎡
通 路 用 地 1件（  1筆） 155㎡ 商業施設用地 1件（  2筆） 1,338㎡
農業用施設用地 2件（  5筆） 5,831㎡ 境 内 地 用 地 1件（  1筆） 121㎡
水 路 用 地 1件（  2筆） 257㎡ 計 17件（26筆） 13,370㎡
資材置場用地 1件（  1筆） 180㎡

2023年４月～2024年３月末までの間、農地法に基づき申請された審議件数は次のとおりです。

農地法許可申請の受付締切日
事前相談は毎月15日まで

昭和村の農振除外申請は年２回(4月・10月)

次回締切は2024年10月31日㈭です

※締切日が閉庁日（土・日・祝）の場合はその前に提出ください。
※申請締切日以内でも、添付書類に不備がある場合は次回審査になり
ますので、申請する際は、事前に15日までに農業委員会事務局へご
相談ください。また、あらかじめ地元農業委員へご相談ください。

農業委員会事務局で申請書と添付書類を確認し、必要に応じて聴き
取りや現地の調査を行います。

今年度の農業委員会開催日は右記の通りです。
提出された申請はここで審議され、許可等を決定します。農地転用許
可申請は審議を経て県知事に送付します。

許可後、ご連絡しますので、許可書は農業委員会事務局で受領してください。

許可申請書の受付締切日　毎月20日

申請内容の審査

農業委員会での審議

許可書の交付

2024年 度　農業委員会開催日及び
許可申請受付締切日スケジュール

まずは農業委員会事務局にご相談ください。手続きの流れ

　農地を転用等する場合、農業委員会に申請
して許可が必要です。許可を得ないで行うと
契約に効力がなく、農地法違反にもなるので忘
れずに手続きしましょう。

※農地法許可申請 ◇農地法３条…農地の所有権を移転する場合　◇農地法４・５条… 農地を宅地等に転用する場合

開　催　日 申請締切日
第25回 2024年４月10日㈬ 終了しています。

第26回 2024年５月10日㈮ 終了しています。

第27回 2024年６月７日㈮ 終了しています。

第28回 2024年７月10日㈬ 2024年６月20日㈭

第29回 2024年８月９日㈮ 2024年７月19日㈮

第30回 2024年９月２日㈪ 2024年８月20日㈫

第31回 2024年10月10日㈭ 2024年９月20日㈮

第32回 2024年11月８日㈮ 2024年10月18日㈮

第33回 2024年12月２日㈪ 2024年11月20日㈬

第34回 2025年１月10日㈮ 2024年12月20日㈮

第35回 2025年２月７日㈮ 2025年１月20日㈪

第36回 2025年３月3日㈪ 2025年2月20日㈭

毎月20日

農地のあっせん申出 8件（21筆） 62,746㎡

農地法第５条 （農地転用し、権利移動を伴うもの）
売 買 6件（  8筆） 3,144㎡ 贈 与 0件（  0筆） 0㎡
賃 貸 借 2件（  3筆） 1,853㎡ 計 13件（16筆） 7,245㎡
使 用 貸 借 5件（  5筆） 2,248㎡

農地転用　農地法第４条 （農地転用をするが、権利移動を伴わないもの）
農業用施設用地 1件（  4筆） 5,001㎡ 水 路 用 地 1件（  2筆） 257㎡
住 宅 用 地 2件（  4筆） 867㎡ 計 4件（10筆）  6,125㎡

内 訳

農地の賃借料情報について
　農地法第３条許可や農用地利用集積計画の公告により、令和５年1月から12月ま
での１年間に効力の発生した村内農地の賃貸借における賃借料情報を公表します。
　農地の賃借料を決定する際の参考としてご活用ください。

昭和村農業委員会調べによる令和５年の賃借料水準 
平均 最高額 最低額 データ数

畑 30,733円 76,923円 30,000円 64 筆
水田 ─ 円 ─ 円 ─ 円 ─ 筆
※ 水田データはありませんでした。 （10aあたり/年）

農業委員会では毎月、農地法に基づいて
 農地の売買や貸借、転用等の許認可について審査しています！ 7
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あなたも農業委員になりませんか？
 今こそ女性の力を！
　昭和村では、令和７年３月に現職の任期が満了を迎えることから、農業委員会等に関する法律に基づき、次期委
員の募集を予定しています。
　地域の農業政策に女性の声が反映されるよう、農業委員会に女性の登用が求められていますので、女性の方の
積極的な応募を期待しています。

農地法に基づく許認可など
(法令業務)

・農地の売買や貸借の許認可
・農地転用に関する事務
・遊休農地の現地調査・指導

農地利用の最適化の業務
・担い手への農地の集積・集約
・遊休農地の発生防止・解消
・新規就農・新規参入の促進

担い手対策、情報の提供
・農業者年金の加入促進
・農業簿記や青色申告の普及
・ 全国農業新聞・全国農業図書
の普及

女性委員はこんな活動もしています！
　農政における様々な課題を女性の
持ち味を活かして解決するため、研
修会へ参加しています。
　また、県内外の女性委員との交流
も多く、利根沼田地区では先進地へ
の視察研修なども行っています。

関東ブロック女性農業委員等研修会関東ブロック女性農業委員等研修会 利根沼田女性農業委員等研修会（長野県視察）利根沼田女性農業委員等研修会（長野県視察）

議会の同意を経て、村長が任命します。
なお、農業委員会全体として
①　農業委員に占める認定農業者の割合が過半を占める事
②　 利害関係を有しない者（中立委員）が１名以上いること

が条件となります。

農業委員になるには？

農業委員会の業務は？

推薦を受ける者又は応募する者の資格 昭和村の農業委員会について

募集期間中に、本人による応募または農業関係の法人や団体による推薦が必要です。

　農業に関する知識を有し、農地等の利用の最適化の推
進に関する事項、その他の農業委員会の所掌に属する事
項に関し、その職務を適切に行うことができる者で、次
のいずれにも該当する者。
①　本村に住所を有する者を基本とします。
②　村が設置する他の付属機関等の委員でない者
③　本村の職員でない者

委員定数　　２７人　　　　　　
任　　期　　３年間
報　　酬　　年額220,100円（会長）
　　　　　　年額183,500円（委員）
身　　分　　昭和村の特別職の非常勤職員
募集期間　　令和７年１月頃を予定しています。

市町村長 議会同意を経て任命 農業委員

＊農業委員会に興味がある方はまずは地元農業委員にご相談ください。
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　肥料袋やマルチ用フィルム等の農業用廃プラスチックは「廃棄物及び清掃に関する法律」により、産業廃棄物に指定され
ています。産業廃棄物の処理に当たっては、農業者は排出者として、適正に最終処分しなくてはなりません。
　山林等への不法投棄や埋設、野外での焼却は固く禁じられています。
　また、道路や水路への流出が増加しています。搬送時に荷台から落ちないようしっかり固定ください。

■農業用廃プラスチック回収日

上
記
の
ル
ー
ル
は
一
例
で
す
。
詳
し
い
ル
ー
ル
は

農
林
水
産
省
Ｈ
Ｐ
や
日
本
農
業
機
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工
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Ｈ
Ｐ
で
確
認
を
！

日本農業機械工業会HP

農林水産省HP

※
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５
０
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）
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※
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海
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、
九
州
、
沖
縄
以
外
の
地
域
で
は
、
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機
を
つ
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た
ま
ま
時
速
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と
は
で
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作業機を装着しても灯火器類（ヘッドランプ、車幅灯、テールランプ、ブレーキランプ、
バックランプ、ウィンカー、後部反射器）が他の交通から確認できることが必要です。

作業機を装着した状態で、全長 4.7m以下・幅1.7m以下・高さ2.0m以下・最
高速度15㎞ /ｈ以下の条件を１つでも上回る場合は【大型特殊免許】が必要

道路を走るときのルールルールを守りましょう！
　作業機を装着・けん引したトラクタが公道を走るためのルールを確認しましょう。
　農作業事故における死亡事故要因第１位はトラクタ乗車中の事故です。事故を防ぐためにも法令上のルールをき
ちんと守る事が必要です。

農業用廃プラスチックは適正な処理を！！
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土壌消毒（クロルピクリン剤）を使用する際の注意点

地温は10℃～
15℃が最適

人家・畜舎・鶏舎
天候・風向き等に
注意する

11℃

注入後には被覆

1穴
○ml

基準処理量を
厳守

　一年がどんどん早く感じています。
　物価高騰、異常気象ばかりで、良い話があまり聞こえてきません。
　日々努力していても、なかなか報われない事も多々あったりでへ
こみます。
　でもとにかく毎日頑張るしかないですね。明るい未来を信じて。
　元気に仕事ができればきっと良い事があると信じ、体調には気を
付けて楽しく努力していきましょう！
 （T）

■ 飛散（ドリフト）防止対策の必要性
　飛散した農薬が近隣の出荷間近の農作物に付着す
ると、その作物に適用のない農薬はもちろん、適用
がある農薬でも残留基準を超えてしまう恐れがあり
ます。このような場合、飛散を受けた作物の生産者
は、自らの責任が無いにもかかわらず出荷禁止と
なってしまうため、細心の注意が必要です。

■ 飛散（ドリフト）低減の具体策
　単独の対策ではその効果に限りがあるため、 いくつ
かの対策を合わせて十分な効果を得る必要があります。
１散布時の風向きと風速に注意する
2 散布圧力、風量に注意する。散布ノズルの交換
　  (ドリフトレスノズル)
3 ほ場の端での散布は特に注意する
4 遮蔽シート・ネットの設置や緩衝地帯・
　  障壁作物の設置
5 近接作物生産者相互の連携

▲

 被害にあった事例 

▲
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土壌消毒(クロルピクリン剤)・
除草剤の使い方に気をつけて! 

おとなりさんも一生懸命作っている野菜です！

編集後記

農地を守り担い手を応援する専門情報誌

※ 村では、購読料の半額の補助を行っています。購読を希
望される方は、農業委員会事務局へお申し込みください。

週１回、必要な情報を、コンパクトに、分かりやすく！
●購読料 １ヶ月 700円（個人負担：350円）

全国農業新聞

土壌消毒の影響で手前が枯れてしまったホウレン草

●畑の作り出し耕作について
畑の作り出し耕作は、大雨時には土が流出し、水路がつまり水害
事故の原因となる恐れがあります。決められた境界内での耕作を
お願いします。
　また、表土流出防止対策としてグリーンベルトや土側溝の設置な
どをお願いします。

●廃ビニール等の使用後について
農作業で使用した廃ビニール等を畑の周りに置いておくと、大雨時
に道路や水路等に流出し、思わぬ災害となります。
　また、ガードレールにかけておくと、強風時に飛ばされ、こちらも
思わぬ災害となりますので、廃資材の管理には気をつけていただき
ますようお願いします。

●農耕車に付着した土の処理について
トラクターやトラックなどでの農作業後、田畑から公道へ出る前
にはタイヤ等に付着した土や堆肥を落としてから道路を走行する
ようお願いします。
　やむを得ず土や堆肥が道路に出てしまった場合は、速やかに片付
けていただきますようお願いします。

●農薬散布について
住宅の周辺で農薬を散布する際は、事前に周辺住民にお知らせするな
ど、生活環境に十分配慮してください。
　また、周辺の農作物への飛散にも注意してください。散布の際には、
天候や風向き、時間帯に注意するなど、飛散防止に努めてください。

●畑の管理について
耕作するためにロータリー等をかけた畑は、土がやわらかくなっ
ており、大雨時には土が流出しやすいため、トラクターで畑を踏
んでいただくなど、土の流出防止に努めていただきますようお願
いします。

※上記の各項目は、法律や条例等により規制及び処分の対象となる行為に関係
するものもあります。他人に迷惑をかけないよう注意し農作業を行ってくだ
さい。住民等から通報があった場合は、行政指導をすることがあります。

※畑を貸している方につきましては、小作人の方へも上記注意事項を周知して
いただきますようお願いします。

昭和村役場　産業課  T E L：0278-24-5111㈹　0278-25-3436（産業課直通）
　　　　　　　　　　FAX：0278-24-5254

６月になり、農繁期を迎えておりますが、作業の仕方によっ
ては苦情やトラブルの発生の原因となります。
また、梅雨に入り、長雨・ゲリラ豪雨などの天候不順や台風
なども懸念されるため、下記の注意点について、今一度ご理
解とご協力をお願いいたします。

農作業についてのお願い

お知らせ
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